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2. 高等学校への進学率と学校数.

高等学校の学科別生徒数
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3.各種学校

わが国の小学校は、1972年5月1日現在24,568校(本校22,583校、分校

1,985校)で、そのうち公立が24,333校(全体の99.0％)、私立が164校、国

立が71校である。1962～1972年の間に、小学校は2,290校減少し、そのう

ちの83.7％、1,916校は分校である。小学校の学級数は1972年5月1日現

在、298,610学級で、そのうち公立が 295,740学級、私立が1,592学級、

国立が1,278学級である。公立小学校の1校あたり学級数は平均 12で、学

級数別の学校数の割合は、5学級以下21.9％、6～11学級36.5％、12～17学

級15.8％、18～23学級10.6％、24～29学級7.9％、30～41学級6.3％、42学

級以上1.0％となっている。学級規模別の学校数の推移は、中規模以下の学

校がごくわずかづつ毎年減少し、これにたいして大規模の学校が漸増する

傾向を示している。

わが国の小学校の生徒数は、1972年5月1日現在982.6万人で、そのうち

公立が972.2万人(全国の99％)、国立が4.8万人、私立が5.6万人である。

生徒数は、1958年の1349.3万人をピークとして、それ以降1968年まで毎年

減少し、1969年からわずかに増加しはじめた。

小学校の教員は、1972年5月1日現在、38.2万人で、そのうちの52.4％に

あたる20.4万人は女子教員である。

公立の小学校は、1972年5月1日現在、北海道が1,998校でもっとも多

く、つぎに東京都が1,186校、新潟県が868校、愛知県が799校、大阪府が

791校などである。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、1972年5月1日現在の公立小学校(分校をふくむ)の学級数

別の学校数を表示した。

〔資料〕

1.文部省,昭和47年度学校基本調査報告書

わが国の中学校は、1972年5月1日現在10,835校(本校 10,563校、分校

272校)で、そのうち公立が10,191校(全体の99.0％)、私立が568校、国

立が 76校である。

学級数は1972年5月1日現在、128,758学級で、公立が124,414学級、私

立が 3,429学級、国立が915学級である。公立中学校の1校あたり学級数は

平均 12で、学級数別の学校数の割合は、2学級以下が全体の3.5％、3～5学

級が20.1％、6～8学級が17.1％、9～11学級が13.5％、12～14学級が11.6％、

15～20学級が17.5％、21学級以上が16.8％となっている。

わが国の中学校の生徒数は1972年5月1日現在、476.0万人で、そのうち

公立が457.5万人(全体の96.1％)、国立が3.8万人、私立が14.7万人である。

生徒数は、第二次世界大戦後のベビーブームの影響による1962年の732.8

万人をピークとして、それ以降毎年5～8％づつ減少しつづけているが、最

近減少が鈍化している。

中学校の教員数は、1972年5月1日現在22.6万人で、そのうち男子教員

は72.5％である。

公立中学校は、1972年5月1日現在、北海道が754校でもっとも多く、

つぎに東京都が523校、新潟県が350校、大阪府が313校などである。

〔凡例と作図の要点〕

1972年5月1日現在の公立中学校(分校をふくむ)の学級数別の学校数

を表示した。

〔資料〕

1.文部省,昭和47年度学校基本調査報告書

1972年3月(昭和46年度卒業生)の中学校の卒業生は158.5万人で、そ

のうち、高等学校への進学者は137.8万人、その進学率は86.9％である。進

学者のうち男子は69.5万人、女子は68.3万人である。都道府県別の進学率

は、東京都 96.3％、広島県95.5％でそのほかの11県でも90％以上を示し

ている。

わが国の高等学校は4,854校(本校4,352校、分校502校)で、国立と都道

府県立が3,254校(全体の67.1％) 市町村立が372校(7.6％)、私立が1,228

校(25.3％)である。そのうち、定時制を併置する学校は1,187校、定時制

だけの学校は544校である。沖縄県をのぞいた高等学校の本校のうち、男子

だけの学校は422校、女子だけの学校が740校となっている。

都道府県の学校数は、東京都が424校でもっとも多く、北海道が314校、

兵庫県が206校、大阪府が202校などである。私立の高等学校は、東京で約

6割をしめ、神奈川県、大阪府、京都府、福岡県でそれぞれの府県の学校数

の3分の1以上をしめる。

〔凡例と作図の要点〕

1972年3月(昭和46年度)の中学卒業生の高等学校への進学率と、1972

年5月1日現在の高等学校の数を表示した。

進学率は当該県内の中学校卒業者のうち、高等学校と高等専門学校に進

学した者の割合で、就職進学者をふくむ。また、学校数は単独に設置され

た定時制高等学校と分校をふくむ。

ただしこの図を作成するために使用した学校基本調査報告書の進学率の

統計は、中学校の所在地を集計単位とする統計であり、生徒の居住地を集

計単位とする統計になっていない。

〔資料〕

1.文部省,昭和47年度学校基本調査報告書

わが国の高等学校の生徒数は、1972年5月1日現在、421.0万人で、その

うち本科の全日制は388.4万人(全体の92.2％)、定時制は31.8万人(7.8％)

で、そのほか専攻科6,570人、別科 902人である。

学科別の生徒数は、普通科が249.7万人 (59.4％)、農業科が21.0万人

(5.1％)、工業科が54.8万人(13.0％)、商業科が66.6万人(15.8％)、家庭科

が21.4万人(5.1％)、その他の学科が6.7万人(1.6％)である。このうちの

定時制生徒数の割合は、普通科6.9％、農業科10.5％、工業科11.7％、商業

科5.5％、家庭科7.9％、その他の学科7.8％である。

都道府県別の生徒数は、東京都が41.4万人でもっとも多く、大阪府25.0

万人、北海道21.4万人、愛知県19.7万人、静岡県16.9万人などである。

また、定時制の生徒の割合は、岐阜県が14.2％でもっとも多く、そのほ

か北海道、秋田、新潟、富山、沖縄の各道県で10％をこえる。

〔凡例と作図の要点〕

1972年5月1日現在の高等学校の本科の生徒数と、その学科別および全

日制、定時制の別の割合を表示した。

その他の学科とは水産、厚生などの学科をまとめたものである。

〔資料〕

1.文部省,昭和47年度学校基本調査報告書

わが国の幼稚園は、1972年5月1日現在11,731園(本園11,585、分園146)

で、そのうち国立と公立が4,544園、私立が7,187園である。幼稚園児は

186.0万人で、そのうち3歳児は10.7万人、4歳児は80.1万人、5歳児は95.2

万人である。幼児の就園率 (その年に入学した小学一年生のうち幼稚園を

修了したものの割合)は全国平均58.3％で、男子だけでは58.0％、女子だ

けでは58.7％である。都道府県別の就園率は、兵庫県が84.3％でもっとも

多く、高知県が16.8％でもっとも少ない。

都道府県別の幼稚園数は、東京都が1,258園でもっとも多く、つぎに神奈

川県が659園である。都道府県別の園児は、東京都が25.2万人でもっとも

多く、つぎに大阪府が16.9万人である。

〔凡例と作図の要点〕

1972年5月1日現在の幼稚園 (分校をふくむ)の園数と園児数を表示し

た。さらに園数は設立者別に、園児数は年令別に細分した。

〔資料〕

1.文部省,昭和47年度学校基本調査報告書

わが国の各種学校は8,101校で、そのうち国立が87校 (1.1％)、公立が

259校 (3.2％)、私立が7,755校(95.7％)である。国立のすべてと公立の約

4割は、医療保健系の課程の学校であるが、私立は、和洋裁、珠算、調理、

看護婦、タイプ、茶華道、外国語、電子計算機など広範囲にわたる課程の

学校である。各種学校の生徒数は全国で127.5万人で、このうち女子が85.0

万人(66.7％)である。課程別の生徒数は、洋裁が18.5％でもっとも多く、

つぎに予備校11.5％、自動車操縦9.1％の順に多い。都道府県別の学校数

は、東京都が613校でもっとも多く、愛知県541校、北海道520校の順に多

い。都道府県別の生徒数は、東京都が27.4万人でもっとも多く、大阪府9.3

万人、神奈川県3.9万人の順に多い。1976年1月から一定の水準の規模以上

の各種学校を専修学校とする教育制度が発足した。

〔凡例と作図の要点〕

1972年5月1日現在の各種学校の、学校数と生徒数を表示し、さらに学

校を設立者別、生徒数を男女別にそれぞれ細分した。

各種学校は小学校、中学校、高等学校、大学、高等専門学校、盲学校、

聾学校、養護学校および幼稚園以外の教育機関で、職業もしくは実際生活

に必要な能力を育成し、または教養の向上をはかることを目的としている。

〔資料〕

1.文部省,昭和47年度学校基本調査報告書
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小学校の学校数

中学校の学校数

(1972)

(1972)

学校数

学校数

1972.5.1現在

1972.5.1現在

学級数別

学級数別

1:5,000,000

1:5,000,000

5学級以下

6学級～11学級

12学級～17学級

18学級～23学級

24学級～29学級

30学級～41学級

42学級以上

小学校の学校数.中学校の学校数

2学級以下

3学級～5学級

6学級～8学級

9学級～11学級

12学級～14学級

15学級～20学級
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高 等 学 校 の 学 科 別 生 徒 数

高 等 学 校 へ の 進 学 率 と 学 校 数
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1:5,000,000
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75％以上 80％未満

80％以上 85％未満
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95％以上
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100 10 1校
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各 種 学 校

幼 稚 園

(1972)

(1972)

学校数

生徒数

1972.5.1現在

学校数(全国)8,101校

生徒数(全国)127.5万人

1972.5.1現在

幼稚園数(全国)11,731園

園児数(全国)186.0万人

園児数

設立者別

園児の年齢別

国公立

私立

3歳児

4歳児

5歳児

1:5,000,000

1:5,000,000
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生徒の男女別

男

女
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幼稚園数

幼稚園.各種学校
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